
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 4 月 1 日       － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －      第 651 号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

し
さ
を
同
世
代
に
伝
え
て
い
く
大
切
さ
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
体
を
通
し
、
政
府
の
老
朽
原
発
の
運

転
延
長
や
新
型
原
発
増
設
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
汚

染
水
の
海
洋
放
出
な
ど
福
島
の
原
発
事
故

を
教
訓
と
し
な
い
原
発
政
策
見
直
し
は
絶

対
に
許
さ
な
い
と
参
加
者
全
体
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
汚
染
水
放
出
を
春

か
ら
夏
に
か
け
て
実
施
す
る
と
明
言
す
る

政
府
。
た
だ
の
水
で
は
な
い
「
溶
け
落
ち

た
燃
料
デ
ブ
リ
」
を
冷
や
し
た
汚
染
水
。

取
り
除
け
な
い
ト
リ
チ
ウ
ム
だ
け
で
は
な

く
、
い
く
ら
薄
め
て
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
放

射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
。
何
と
し
て
も

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た

集
会
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

集
会
に
は
、
日
音
協
か
ら
二
階
堂
・
南

條
・
坂
口
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

（
南
條
善
徳
） 

  

３
月
１９
日
、
福
島
市
の
飯
坂
パ
ル
セ

で
原
発
事
故
か
ら
１２
年
目
を
迎
え
た
県

民
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

県
内
外
か
ら
９
０
０
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
持
ち
込
ま
れ
た
多
く
の
プ
ラ
カ
ー
ド

や
の
ぼ
り
に
は
「
汚
染
水
放
出
反
対
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

大
会
で
は
「
福
島
か
ら
の
発
信
」
と
し

て
３
人
と
１
団
体
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
通
し
て
里
山
復
興
プ 

ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
東
和
町
の
町

民
、
県
内
の
若
者
有
志
で
原
発
反
対
運
動

を
続
け
て
い
る
団
体
「
ダ
ッ
ペ
」
代
表
、

そ
し
て
Ａ
Ｄ
Ｒ
闘
争
の
原
告
団
で
も
あ
る

飯
館
村
の
村
民
の
方
々
で
し
た
。
と
も
に

１２
年
目
を
迎
え
た
今
で
も
「
原
発
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
」
「
飯
館
村
の
遅
す

ぎ
た
避
難
指
示
で
の
過
酷
な
避
難
生
活
」

「
風
評
で
は
な
い
現
実
に
存
在
す
る
放
射

能
汚
染
」
な
ど
土
地
も
人
の
心
も
原
発
事

故
で
す
べ
て
崩
壊
し
た
く
や
し
さ
を
抱
え

た
ま
ま
１２
年
目
を
迎
え
て
い
る
実
態
が

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
高
校
生
平

和
大
使
か
ら
若
者
の
視
点
で
原
発
の
恐
ろ 

 

 

 

 

 

３月 21 日、『さようなら原発』一千万署

名市民の会の呼びかけで、さようなら原発

全国集会が東京都渋谷区の代々木公園で開

かれました。約 4,700 人が参加しまし

た。 

鎌田慧さんは、「原発に回帰などできるは

ずがない。クリーンエネルギーというのは

うそっぱちだ」と岸田政権を批判しまし

た。 

集会後、渋谷などの市街地をデモ行進し

て「老朽原発の再稼働やめろ」「フクシマを

忘れない」などと訴えました。 

日音協は集会に先立ち、代々木公園でテ

ント前ミニコンサートを開催。Piggies、う

いみん、反原発歌いたい、チャレンジャー

周平さん、Rico＆Tatsu、守屋真実さん、

狭石啓子さんが演奏したほか、みんなで歌

うコーナーも設けました。 

また、うたの仲間たちとともに 20 人

が、集会後デモ行進に出発する参加者をう

たで激励しました。     （松本敏之） 

 

2023.3.21 さようなら原発全国集会 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 651 号（2） 

      知人や高校生にも案内して開催 

ブロックは合唱「想いはひとつ」と「輝く未来へ」。

関西地連は構成詩「出てこい撲滅ヒーロー！・育児

休職取れるんかい!?」では職場のハラスメント撲滅

と育休の取得を訴える内容。東京ブロックの構成詩

「想いはひとつ」としてコロナのなかで人員不足の

職場実態や利用者減でさらなる合理化がすすむ、職

種を越えて連携して声をだしていく、ひとりはみん

なのためにともにがんばろう、社会を変えるために

主体性をもって行動をと呼びかけました。私鉄沖縄

は「琉球愛歌」、私鉄中国は構成詩「いつもの日常“う

たにあと押しされて”」では日常をテーマに要員不足

やコストカットに対して声をあげていこうと訴え、

北陸地連の構成詩「転生したら…」では一人では弱

い存在でも団結して同じ目標をめざしていく物語

（TV ゲーム風）で締めくくりました。 

印象に残った内容としては「仮に一回賃上げを我

慢したとしたら、ひと月 5000 円(金額はすべて仮

でどこの発表かも？で正確ではなくて申し訳ありま

せん)が一年で６万円(仮)、30 年として生涯賃金が

ウン百万円(仮)違ってくるんだぞ」というセリフが

あり、その通りであるとともに一時金も絡むともっ

と膨らむのでそういう学習の成果や先輩たちの話か

ら学んだ事実を広めることも増やしてほしいと感じ

ました。 

 私鉄全国音楽集団としては『みんなで歌おう』の

なかで「戦争はさせない」と「ねがい」を発表しま

した。関東として昨年末の２回に加えて今年２月の

あわせて４回のみの練習でしたが、集団としてソロ

アレンジなどを加えうたごえのめざすところを表

現、反戦平和もめざしていくことを訴えました。松

浦代表（東武労組）がいう「私鉄バスのうたごえは

宝」は４年ぶりに開催しなんとかつなぐことはでき

たものの、うたごえを持ち帰って職場に広める感動

や力量を私たちも含めて強くしていく活動を継続す

ることが求められていると思います。 

（私鉄全国音楽集団事務局長・根本） 

 

 

 
 

 

 

 

 23春闘を全国から478名の私鉄青年女性が結集

し、職場からたたかうことを意志統一するため「第

61 回私鉄バスのうたごえ」が２月 27 日に浅草公

会堂で開催され、ピアニスト梶谷さんと私鉄全国音

楽集団の 20 人が伴奏と歌唱で参加しました。 

 開会前に「輝く未来へ」を瀬崎さん（東武労組）、

「希望のうた」を宮田さん（京成電鉄労組）が歌唱

指導しました。参加者が客席ではマスク着用のため

にどれくらい歌っているのか感じることが難しかっ

たですが、うたごえの会場に戻ってこられたことを

意識することができました。 

開会で私鉄総連池之谷副委員長は「うたごえ開催

にあたり参加者を送り出し職場を支えている全国の

組合員をはじめ、音楽集団やスタッフに感謝。全国

的に人員が減少傾向で長時間労働と低賃金により離

職者が増えている。賃金や労働環境改善と交通政策

要求実現へ組織内議員森屋隆を通じて改善していく

ことが改めて必要なことを実感した。次期参議院選

につなげていく。23 春闘は人への投資の必要性の

推進方針を決め、賃上げで未来をつくる。全国がつ

ながっていることを実感して職場に持ち帰ってほし

い」とあいさつしました。 

最初に甲神静ブロックの構成詩「次の世代に平和

な地球を」では環境問題などを考えて食糧不足など

を取り上げて一人ひとりができることをやっていこ

うと訴え、中部地連は構成詩「どうする育児」で育

休などを全体で考えることを提起。四国地連は合唱

で「私鉄の仲間たち」「ＳＡＮ（星野源）」、九州地連

は構成詩「アフターコロナの未来へ」ではコロナ禍

での職場実態と賃上げの必要性、さらに選挙行動と

政治の必要性を表現しました。東北地連は構成詩「東

北だよ！～全員集合～」ではコロナ禍で我慢してい

ることと作業が増えている現状と職場を支えている

組合員に報いるための賃上げを春闘で勝ち取ろうと

訴えました。私鉄北海道の「春闘カップ 日本代 

表」で春闘交渉の内容を試合形式で表現、関東大手 

 
 

 

 コロナの縛りも緩やかに溶け始め、各地から演奏要請が来るようになりました。一つの区切りとして演奏

会をやることで準備をし、３月１９日（日）にファミリー（妻、妹、孫）という内輪で開催しました。 

 プログラムは、オープニングの全体合奏「アリア」「こきりこの唄」で、会員の独奏、デュエット、「春を

歌いましょう」で会員の伴奏で 

歌ったりしました。エンディン 

グは全体合奏で「メヌエット in 

Ｇ」。終了後はいつものとおり茶 

話会で感想会を行いました。い 

つもと違う多少の緊張感の中で 

の演奏を経験しました。 

今後は、レパートリーを増や 

すことと、新潟県の「音楽祭」 

に参加できたらと思っています。 

（富山アコ研・磯野友一） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 651 号（3） 

 ３月12日、岩手県支部総会が開催されました。

総会では、経過・方針・新役員が確認された後、

会員の近況報告を交わし、長岡音楽祭への参加に

向けて発表曲の選考などの打ち合わせをしまし

た。              （佐藤康弘） 

【２０２３年度役員体制】 

会 長    高橋 伸明（自治労） 

副会長    及川 隆浩（平和環境ｾﾝﾀｰ） 

事務局長   佐藤 幸子（久慈地区） 

事務局次長  三田地昇二（宮古地区） 

〃    高橋  円（盛岡地区） 

幹  事   及川  孝（国労） 

〃    中村 真也（岩教組） 

〃    新毛 郁子（二戸地区） 

〃    小笠原早苗（久慈地区） 

会計監査   八屋ひろ子（久慈地区） 

 

 

 
「戦争法の廃止と立憲主義の回復を求める栃木県民

ネットワーク」は３月 11 日、宇都宮市中心部の宇都

宮二荒山神社前で街頭宣伝「大軍拡と原発政策大転換

に反対する３・11 抗議行動」を実施しました。 

70 人が参加し、「東日本大震災発生から 12 年たっ

た今でも、全国で約３万人が故郷を離れた避難生活を

余儀なくされている。二度と原発事故を起こしてはな

らない」と訴え、スピーチとスピーチとの間に『フク

シマをくり返すな』『あたりまえの地球』など 13 曲を

うたいました。            （松本敏之） 

 

 

 

 

 

 

2023 日音協沖縄行動（要旨）予定 
【日 程】 

５月 12 日（金）  

15：00 全国結団式（琉球新報ホール） 

17：00 送り出し演奏練習（那覇市内） 

19：00 懇親会（那覇市内） 

５月 13 日（土）  

８：30 出発式（読谷村役場：送り出し演奏） 

平和行進参加（嘉⼿納町⺠広場まで） 

11：30 嘉⼿納町⺠広場到着（予定） 

14：00 舞台演奏練習（那覇市内） 

19：00 ミニコンサート形式の全体交流会 

会場 宮城スタジオ 沖縄県那覇市鏡原町 33-6 

５月 14 日（日）  

９：00 県民大会準備 

10：30 復帰 51 年第 46 回平和とくらしを守る

県民大会（沖縄コンベンションセンター劇場棟） 

12：15 沖音協・日音協合同反省会（那覇市内）

後解散 17：00 オプション：懇親会 

※まだ未定の部分あり。決定後、詳細は各支部に発文

します。 

 申し込みなど、日音協にお問合せ願います。 
宇都宮センター合唱団と日音協 



2023年 4 月 1 日  音 楽 運 動 第 651 号（4） 

第５４回音楽祭開催を前に、舞台配置図提出の時期

がやってまいりました。ということで今回は、少しタ

イトルを変えて、「今、知ってほしい」舞台配置図の

あれこれについてです。

①舞台配置図の役割

たった６分の演奏でつぎつぎに演奏者が入れ替わ

り、しかもその大半がリハーサルなし、という、一般

的には大変厳しい条件のもとで開催される『はたらく

ものの音楽祭』においては、舞台配置図は、演奏者と

ステージ関係者（PA、ステージスタッフ、照明担当

者、舞台監督）をつなぐ、唯一の情報伝達の手段で

す。舞台配置図がなければ、『はたらくものの音楽

祭』は成り立たない、と言っても過言ではないぐらい

大切な役割を果たしています。

②舞台配置図提出に際してのお願い

だからこそ、舞台配置図に記入されている内容が、

実際の演奏情報を正しく反映していなかったり、大幅

な変更が未伝達だったりすると、それが混乱の元とな

り準備に時間がかかってしまった、ということが過去

の例でも度々あります。ということで以下、提出にあ

たってのお願いです。 

★舞台配置図の 1マスの１辺 1.8 メートルを参考にし

ながら配置を考え、図面に描き込んでください。

尚、コロナ感染拡大防止対策についての政府の方針

転換を受け、第５４回はたらくものの音楽祭会場とな

るリリックホールにおいても、ステージでの規制が撤

廃されました。が、推奨される間隔が提示されており

ますので、舞台配置図作成においてはできるだけ、こ

れに準じて配置をお願いします。構成により、どうし

ても１メートル未満となってしまう場合は、出演者の

皆さんの判断にお任せします。 

開催を延期していた「日音協 2023 若い会員

の交流会」が５月１３日・１４日にさいたま市大

宮区で開催されます。 

 若い会員の交流会は、音楽を基本にして、若い

会員のみなさんに「日音協に入ってよかった」と

思ってもらえる交流会です。日音協は、新たな会

員を積極的に迎えることを基本方針としています

ので、まだ日音協会員になっていない若い方たち

の交流会への参加も大歓迎です。詳細は、４月上

旬に発文します。     （担当幹事 竹内） 

１ 開催日程 ２０２３年５月１３日（土）１３：００～

５月１４日（日）１２：００ 

２ 会場 ＲａｉＢｏｃ
レ イ ボ ッ ク

 Ｈａｌｌ
ホ ー ル

 

（市民会館おおみや／さいたま市大宮区） 

  大宮駅東口から徒歩３分 

３ スケジュール 

（1）５月１３日（土）

１３：００ 開会・オリエンテーション

１３：１５ １日目開始 事前に選定した曲の練習・

アレンジ《適宜休憩》

２０：００ １日目終了 

２０：３０ ホテルチェックイン（大宮駅周辺）

２１：００ 交流会開会（大宮駅周辺）《参加任意》 

２３：００ 交流会閉会 

（2）５月１４日（日）

９：００ ２日目開始 音楽祭発表曲の仕上げ 

《適宜休憩》 

１２：００ ２日目終了（会場撤収含む）・閉会 

４ 参加費  １０，０００円 

５ その他  ４０歳以下の日音協会員の自宅から会場ま

での往復交通費は、日音協が全額負担しま

す。申込時に交通費を明記してください。 

ただし、一つのボーカルマイクを複数で使用するな

ど、密集となる場面はできるだけお避けいただくよう

お願いいたします。 

〔 リリックホール シアターの推奨配置基準 〕 

・ボーカルは横１m、縦 2m

・吹奏楽器 横 1.5m、縦 2m

★作成者任せにせず、記入した内容に間違いや漏れが

ないかを演奏者全員の目で確認してから提出するよう

にしてください。

★提出後に変更が出た場合は、速やかに連絡をお願い

します。大幅な変更は、舞台配置図の再提出をお願い

します。諸事情により、当日の急な変更が生じた場合

も速やかに連絡をお願いします。

 連絡先 090-7945-6400（坂口携帯） 

③バウンダリー型コンデンサーマイクの使用について
使用を検討されている場合は、演奏によって合う、

合わないなどの条件を、２０２２年１１月号音楽運動

の『いまさら聞けないあれこれ話』に記載しています

のでご参照ください。ただし実際には、会場の大きさ

や響き方によっても違ってくるので、演奏してみない

と、本当に合うのか合わないのかはわからないので、

リハーサルすることを強くお勧めします。

④照明について

今年の音楽祭も、昨年の水戸の音楽祭同様、経費削

減の理由から、ホリゾント幕の色（演奏者の背景色）

と演奏者にスポットをあてる、照度の量の調整程度の

の照明となります。が、演奏時の背景の色やスポット

の当て方で、客席から見るステージの印象は大きく違

ってきます。舞台配置図提出の際に是非照明もご検討

ください。             （坂口美日）  
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原爆ドーム 

「原発事故から１２年・・・福島を忘れない！ さ

ようなら原発 3.11富山集会」が、３月１１日（土）

富山市の「ボルファートとやま」において開催され

た。主催は県平和運動センターなど原発再稼働に反

対する市民団体で構成する実行委員会。 

 開会に先立ち日音協県支部が、「フクシマをくり

返すな」「草たちよ（反原発バージョン）」「原発

NO！」など反原発の歌を歌って紹介した。 

（富山・磯野友一） 

全
国
の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
。「
第

54
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
」
（
以

下
、
「
長
岡
祭
典
」
）
に
向
け
た
準
備
は

進
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
今
月

来
月
と
２
回
に
分
け
て
、
新
潟
県
実
行

委
員
会
の
準
備
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

長
岡
祭
典
に
臨
む
に
当
た
っ
て
、
ど

ん
な
会
場
で
演
奏
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
だ
け
で
な
く
、
現
地
全
体
の
雰
囲
気

が
ど
ん
な
状
態
な
の
か
、
不
安
な
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
不
安
を
少

し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
地
元
な
ら

で
は
の
情
報
も
折
り
込
み
な
が
ら
、
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
日
音
協
新
潟
県
支
部
を
代

表
し
て
、
新
潟
県
支
部
長 

板
井
悌
二

か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
で
す
。 

  

新
潟
県
支
部
は
会
員
数
も
少
な
く
、

居
住
地
も
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
活

動
し
づ
ら
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
月

１
回
の
定
例
練
習
が
定
着
し
、
そ
こ
を

起
点
に
力
を
合
わ
せ
て
音
楽
祭
の
準
備

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
県
実
の
中
核
と

し
て
、
全
国
の
皆
さ
ん
を
あ
た
た
か
く

お
も
て
な
し
し
、
音
楽
祭
の
成
功
と
準

備
も
含
め
た
運
動
の
広
が
り
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
各
自
の
で
き
る
分
野
で
力

を
出
し
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。 

  

新
潟
県
支
部
は
再
結
成
し
て
ま
だ
７

年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
の

多
く
が
自
治
労
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
自
治
労
の
集
会
等
で
の
歌
声
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
何
と
か
活
動
の
、 

 

幅
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
矢
先
、 

「
音
楽
祭
を
新
潟
県
で
」
と
い
う
要
請

が
あ
り
、
か
な
り
戸
惑
い
ま
し
た
が
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
、
こ
れ
を
受
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

開
催
と
な
る
と
、
連
合
新
潟
の
協
力

を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
こ
と

で
連
合
と
の
結
び
つ
き
を
得
ら
れ
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
と
も
考
え
ま
し
た
。 

 
私
た
ち
の
「
う
た
」
を
知
ら
な
い
人

が
沢
山
い
る
と
い
う
新
潟
県
内
の
状
況

を
、
長
岡
祭
典
で
少
し
で
も
変
え
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

【 

新
潟
県
実
行
委
員
会 

】 

 

実
行
委
員
会
結
成
予
定
の
当
日
は
あ

の
豪
雪
で
、
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
る
日

に
な
っ
て
し
ま
い
、
急
遽
書
面
開
催
に

切
り
替
え
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
下
で
の

ス
タ
ー
ト
で
、
ど
う
な
る
こ
と
か
心
配

で
し
た
が
、
翌
月
に
は
対
面
で
の
会
議

が
開
催
で
き
、
何
と
か
初
動
に
必
要
な

事
項
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
新
し
く
取
り
組
む
こ
と
は
、
ポ

ス
タ
ー
等
で
使
用
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
公

募
す
る
と
い
う
試
み
で
す
。
長
岡
祭
典

の
会
場
「
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
の
近
隣

に
、
長
岡
造
形
大
学
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
学
生
か
ら
応
募
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

若
い
世
代
に
私
た
ち
の
「
う
た
」
を
し

っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
。
組
合
員

の
家
族
に
も
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
方
が
い

る
と
聞
き
、
募
集
対
象
を
労
組
組
合
員

と
家
族
に
広
げ
、
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

 

結
果
し
て
寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
６
人 

 

か
ら
７
点
で
、
い
ず
れ
も
自
治
労
組
合 

員
と
家
族
か
ら
の
も
の
で
し
た
が
、
予

期
し
て
い
た
以
上
に
素
晴
ら
し
い
出
来

栄
え
で
し
た
。
そ
の
こ
と
に
加
え
、
作

品
を
作
っ
た
皆
さ
ん
が
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
考
え
、
そ
れ
を
各
自
の
表
現
で
私
た

ち
に
伝
え
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と

が
、
何
よ
り
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

当
日
は
会
場
に
全
作
品
を
展
示
す
る

予
定
で
す
の
で
、
演
奏
と
合
わ
せ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

労
組
・
団
体
へ
の
要
請 

 

３
月
２
日
に
連
合
新
潟
の
小
林
事
務

局
長
か
ら
同
行
い
た
だ
き
、
主
な
産
別

と
団
体
や
政
党
を
回
っ
て
、
協
力
要
請

し
て
き
ま
し
た
。
労
組
関
係
11
、
労
組

関
連
・
民
主
団
体
３
、
政
党
３
で
し
た
。

小
林
事
務
局
長
か
ら
事
前
に
日
程
調
整

し
て
い
た
だ
き
、
資
料
も
用
意
し
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
と
て
も
好
意
的
に
話

を
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
そ
の
場

で
広
告
了
解
の
お
返
事
を
頂
け
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
が
こ
れ
ま
で
訪
ね
た
こ
と
の
な
い

労
組
・
団
体
が
多
数
あ
り
、「
労
働
運
動

の
裾
野
」
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。
労
組
の
組
織
率
は
年
々
低
下
し
て

16
・
５
%
で
す
が
、
そ
れ
で
も
様
々
な

分
野
に
労
組
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
特

徴
は
あ
り
ま
す
が
活
動
を
継
続
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
過
去
の
先
輩
た
ち
が

築
い
て
き
た
も
の
の
大
き
さ
、
大
切
さ

に
改
め
て
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

 

日
頃
は
出
身
単
組
・
産
別
、
自
分
の

地
域
の
活
動
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
日
本
全
体
の
一
部
に
し
か
す
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
「
自
分
の

位
置
」
で
力
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
、

日
本
の
労
働
運
動
発
展
の
礎
に
な
る
と

い
う
こ
と
も
、
臆
せ
ず
心
の
片
隅
に
置 

い
て
い
た
い
こ
と
で
す
。 

そ
し
て
私
た
ち
も
、
次
の
世
代
に
き

ち
ん
と
引
き
継
ぐ
こ
と
が
役
目
な
の
だ

と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
音
楽
運
動
で
も

ま
た
同
じ
こ
と
と
、
新
潟
で
の
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏 

 

と
に
か
く
舞
台
の
幅
や
奥
行
き
が
広

い
た
め
、
こ
れ
で
も
少
な
く
感
じ
る
と

思
い
ま
す
が
、
新
潟
で
30
人
の
参
加
を

目
標
に
、
県
内
の
労
組
や
団
体
、
知
り

合
い
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
３
月
末

時
点
で
確
定
が
21
人
。
も
う
少
し
増
え

る
見
込
み
で
、
何
と
か
目
標
に
届
く
よ

う
追
い
込
み
の
働
き
か
け
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

何
を
や
る
か
は
特
設
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
開
催
地

長
岡
が
幕
末
か
ら
辿
っ
て
き
た
荒
廃
と

発
展
の
歴
史
、
現
在
の
世
界
情
勢
を
踏

ま
え
た
反
戦
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、
３
曲
の
「
う
た
」
と
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
綴
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

長
岡
祭
典
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
と
き

に
出
さ
れ
て
い
た
言
葉
た
ち
が
素
敵

で
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
作
っ
た
こ
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の
新
曲
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。
管
楽
器
や
カ
ホ
ー
ン
を
加

え
、
今
ま
で
の
新
潟
サ
ウ
ン
ド
に
幅
を

出
そ
う
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

 

練
習
は
全
部
で
３
回
、
し
か
も
全
て

に
参
加
で
き
る
方
は
少
な
い
の
で
、
手

の
込
ん
だ
こ
と
は
せ
ず
、
シ
ン
プ
ル
で

も
新
鮮
で
温
か
み
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

日
音
協
新
潟
県
支
部
事
務
局
長 

 
 

 

山
本
英
二 

（
新
潟
県
実
行
委
員
会

事
務
局
長
） 
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▼
「
袴
田
事
件
」
裁
判
の
や
り
直
し
が

認
め
ら
れ
、
袴
田
さ
ん
が
無
罪
と
な
る

こ
と
は
ほ
ぼ
確
定
的
と
な
っ
た
。
▼
袴

田
さ
ん
は
自
白
に
基
づ
き
起
訴
さ
れ
た

が
、
第
１
回
公
判
か
ら
無
実
を
主
張
し

１
９
８
０
年
の
死
刑
判
決
後
も
何
度
も

再
審
を
求
め
、
そ
の
間
、
な
ん
と
45
年

以
上
も
拘
禁
さ
れ
続
け
た
。
な
ぜ
こ
ん

な
非
道
な
こ
と
が
こ
の
国
で
は
た
び
た

び
起
き
る
の
か
。
▼
容
疑
を
認
め
な
い

と
勾
留
が
続
き
保
釈
も
認
め
ら
れ
ず
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
身
柄
拘
束
が
続
く

と
い
う
「
人
質
司
法
」
が
ま
か
り
通
っ

て
い
る
か
ら
と
い
う
。
人
質
司
法
は
一

種
の
拷
問
で
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
に
は

検
察
官
の
言
い
分
ど
お
り
に
自
白
す
る

し
か
な
い
。
こ
う
し
て
冤
罪
が
生
じ
る
。

し
か
も
検
察
は
、
ひ
と
た
び
立
件
し
た

ら
後
に
引
き
返
す
こ
と
は
な
い
。
有
罪

判
決
を
得
な
け
れ
ば
立
件
し
た
こ
と
自

体
が
間
違
い
だ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
か
ら
だ
。

▼
検
察
は
自
ら
の
行
な
っ
て
い
る
こ
と

は
常
に
「
正
義
で
あ
る
」
と
し
て
そ
れ

ら
を
無
視
し
て
き
た
。
検
察
の
み
な
ら

ず
裁
判
所
も
警
察
も
国
民
が
主
権
者
だ

な
ど
と
は
考
え
た
こ
と
は
な
く
、
戦
前

の
天
皇
主
権
の
下
で
天
皇
に
よ
っ
て
の

み
「
正
義
」
を
保
証
さ
れ
て
い
て
、
「
お

上
」
と
し
て
臣
民
を
好
き
放
題
に
取
り

締
ま
っ
て
き
た
時
代
を
い
ま
だ
に
当
然 

と
思
っ
て
い
る
の 

で
は
な
い
か
。 

▼
今
回
の
こ
と
で 

「
彼
ら
」
の
化
石 

的
な
思
想
が
少
し 

は
改
ま
る
の
か
ど 

う
か
!? 

                                                                     

 

   

 

     

 

    

   

                          

（165） 

飯島貞親 

▼日音協が加盟する平和フォーラムか

ら要請（ポスターは 3 面）が届いていま

す。▼あらたな戦前にさせない！守ろう

平和といのちとくらし ２０２３憲法大

集会への参加要請について▼（要旨）ロ

シアによるウクライナ侵攻から１年が

過ぎました。戦争終結への見通しは全く

立っていません。岸田首相は、ウクライ

ナを訪問し 40 億円の支援を約束しまし

た。ウクライナの善戦を鼓舞する声が世

界中から聞こえてきます。ウクライナで

は多くの市民が戦争の犠牲となり、前線

ではウクライナ・ロシア両軍の兵士が犠

牲となっています。戦争の犠牲は、いつ

もどこにおいても、罪なき一人一人の市

民であることを、私たちは忘れてはなり

ません。ウクライナ戦争を理由に、日本

の軍事的安全保障の強化を叫ぶ声が広

がり、それを利用するように岸田内閣

は、安保関連 3 法を閣議決定しました。

これは、日本国憲法の下での自民党のこ

れまでの主張であった「専守防衛」の方

針をかなぐりすてる「敵基地攻撃能力の

保有」や GDP1％枠に抑えてきた防衛予

算倍増などを内容として、日本の戦後社

会を根底から揺るがす内容となってい

ます。憲法審査会の性急な議論を聞くに

つけ、日本の平和を守り戦争を回避して

行くには、「日本国憲法第 9条」が最後

の砦になることを、強く意識されます。 

（中略） 

 

日  時：2023年５月３日（水・休） 

13時00分～（本集会開会） 

※11時00分～サブステージ 

12時30分～オープニングステージ 

場  所：東京臨海防災公園（有明防

災公園）りんかい線・国際展示場駅下

車東京都江東区有明3丁目8番35号      

新交通ゆりかもめ・有明駅下車 

内  容：主催者あいさつ、立憲野党

からの連帯あいさつ、有識者からの発

言など。 

参加要請：平和フォーラムで1,500人 

 

 

 

【
参
加
者
】
は
し
ゆ
き
さ
ん
、
上

野
さ
ん
、
達
哉
、
モ
リ
ヤ
さ
ん
、

イ
サ
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
森 

 
計
７
名 

茱
萸
坂
で
準
備
を
し
て
い
る

と
、
経
産
省
前
の
行
動
か
ら
坂
を

上
る
人
た
ち
が
通
り
か
か
っ
た
。

今
夜
は
官
邸
前
や
議
員
会
館
前
で

複
数
の
集
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ら
し
い
。
軍
拡
へ
の
危
機
感
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
か
ら
１
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
国
会
周
辺
で
は
抗

議
活
動
が
い
く
つ
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
茱
萸
坂
メ
ン
バ
ー
も
何
人

か
は
議
員
会
館
前
に
向
か
っ
て
い

っ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
大
き
な
集
会

が
金
曜
日
に
重
な
っ
て
茱
萸
坂
は

お
休
み
続
き
だ
っ
た
か
ら
、
私
は 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

３
／
３
（
４
６
７
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

こ
こ
で
歌
お
う
。 

と
言
い
つ
つ
先
月
ふ
と
し
た
話

か
ら
、
は
し
ゆ
き
さ
ん
が
ケ
ー
ナ

を
練
習
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い

て
、
私
も
持
っ
て
き
て
い
た
。
久

し
ぶ
り
な
の
で
う
ま
く
鳴
ら
な
い

が
、
初
心
者
の
練
習
み
た
い
に
、

し
ば
ら
く
ふ
た
り
で
吹
き
鳴
ら
し

て
い
た
。
す
る
と
近
づ
い
て
く
る

人
が…
な
ん
と
上
野
さ
ん
！
久
し

ぶ
り
の
再
会
が
嬉
し
い
。
上
野
さ

ん
の
新
し
い
替
え
歌
『
今
じ
ゃ
な

き
ゃ
（
イ
マ
ジ
ン
）』
を
披
露
し
て

も
ら
っ
た
。Y

o
u

T
u

b
e

で
原
曲

を
流
し
な
が
ら
、
歌
詞
付
け
を
さ

ら
っ
た
。
福
島
、
汚
染
水
、
沖
縄
、

馬
毛
島
ま
で
歌
詞
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
ア
コ
伴
奏
だ
と
難
し
い 

か
な…

等
話
し
な
が
ら
、
マ
イ
ク

も
使
わ
ず
ゴ
ソ
ゴ
ソ
し
て
い
た
ら

警
察
官
が
近
づ
い
て
き
た
。「
何
時

ま
で
～…

」
と
い
う
い
つ
も
の
質

問
の
後
、
に
こ
や
か
に
「
以
前
に

来
た
時
も
お
見
か
け
し
て
い
た
の

で
す
よ
。
今
日
は
歌
が
聞
こ
え
な

い
か
ら
ど
う
し
た
の
か
な
と
思
っ

て
」
と
。
あ
ら
、
な
ん
か
嬉
し
い

じ
ゃ
な
い
。 

 

で
は
元
気
よ
く
歌
い
ま
し
ょ

う
。『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
か
ら

始
め
て
、
上
野
作
品
の
『
あ
な
た

に
届
け
と
』『
こ
ど
も
ら
の
明
日
の

た
め
に
』。
続
け
て
『
フ
ク
シ
マ
を

く
り
か
え
す
な
』『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』。

「
３
月
３
日
だ
か
ら
」
と
達
哉
が

リ
ク
エ
ス
ト
し
た
『
ひ
な
ま
つ
り
』

の
替
え
歌
も
。『
風
車
の
唄
』
は
上

野
さ
ん
が
ウ
ク
レ
レ
を
奏
し
な
が

ら
「
こ
れ
、
い
い
調
子
だ
ね
」
と

お
気
に
入
り
。
も
う
一
度
繰
り
返

し
た
。
議
員
会
館
前
集
会
に
参
加

し
て
き
た
仲
間
も
戻
っ
て
き
て
、 

茱
萸
坂
が
急
に
賑
や
か
に
な
っ

た
。
楽
器
も
た
く
さ
ん
。『
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
私
た
ち
が
決
め
る
』

を
歌
い
、
最
後
は
み
ん
な
で
『
原

子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』
を
歌
い
上
げ

た
。 

 

上
野
さ
ん
か
ら
「
茱
萸
坂
を
続

け
て
く
れ
て
い
て
、
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
。
嬉
し
い
。

小
さ
な
行
動
で
も
「
反
原
発
を
あ

き
ら
め
て
い
な
い
ぞ
」
と
意
志
表

示
し
続
け
た
い
し
、
こ
う
や
っ
て
、

時
が
経
っ
て
も
歌
の
仲
間
に
会
え

る
場
で
あ
り
た
い
。 

       

※
僕
も
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
い
ま
す
よ
。 

 

・
本
文
と
写
真
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

・
画
像
を
一
部
修
正
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
編
集
部
） 

  


